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仏滅 

中 

28日 

大安 

中 

29日 

赤口 

大 

30日 

先勝 

大 

９月１日 

先負 

大 

２日 

仏滅 

大 

３日 

大安 

中 

４日 

赤口 

中 

５日 

先勝 

中 

６日 

友引 

中 

７日 

先負 

小 

８日 

仏滅 

小 

９日 

大安 

小 

10日 

赤口 

長 

11日 

先勝 

若 

12日 

友引 

中 

13日 

先負 

中 

14日 

仏滅 

大 

15日 

大安 

大 

20日 

仏滅 

中 

21日 

大安 

中 

16日 

赤口 

大 

18日 

友引 

中 

19日 

先負 

中 

9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 23

27

2221

2825 26

月 MON 火 TUE 水 WED 木 THU 金 FRI 土 SAT

日 月 火 水 木 金 土 

1 
8 
15 
22 
29

 
7 
14 
21 
28

6 
13 
20 
27

5 
12 
19 
26

4 
11 
18 
25

3 
10 
17 
24

2 
9 
16 
23 
30

10 OCT 11

72

二
十
三
年
前
の 

　
　
　
　
葉
書
一
枚 

椎 

窓   

猛 

　
明
確
な
郵
便
葉
書
の
消
印
。62
・
１
・

14
・
昭
和
晩
年
、
二
十
三
年
前
に
差

し
あ
げ
た
葉
書
を
再
見
に
及
ぼ
う

と
は
―
宛
先
き「
三
潴
郡
大
木
町
大
角
・

井
手
キ
ヨ
セ
様
」
当
時
、
黒
木
町
木

屋
小
校
長
時
代
。▼
去
る
夏
も
終
り

ご
ろ
、大
川
市
生
涯
学
習
の
講
師
に

招
聘
を
受
け
た
。そ
こ
へ
身
ぎ
れ
い

な
老
婦
人
の
面
会
。こ
の
日
を
お
待

ち
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。そ
し
て
手

提
鞄
か
ら
と
り
だ
さ
れ
た
セ
ピ
ア

色
に
褪
せ
た
葉
書
一
枚
。
あ
ゝ
、
こ

れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
ラ
ジ
オ
放
送

”人
生

読
本
”
で『
村
の
子
ど
も
と
生
き
て
』

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
話
し
た
の
を

聴
取
さ
れ
、母
校
懐
旧
の
感
想
を
い

た
ゞ
い
た
井
手
さ
ん
へ
の
礼
状
。▼

井
手
さ
ん
は
小
学
校
卒
業
後
、お
手

伝
い
奉
公
し
な
が
ら
苦
学
、保
健
婦

の
資
格
を
取
得
、そ
の
奮
闘
の
今
日

ま
で
―
そ
の
基
礎
は
校
区
で
い
ち

ば
ん
の
遠
距
離
登
下
校
、幼
い
一
年

生
の
時
か
ら
風
雪
に
耐
え
て
養
わ

れ
た
忍
耐
力
。私
は
返
事
に
、「
こ
う

し
た
卒
業
生
、
先
輩
の
お
言
葉
、
朝

会
の
お
り
に
子
ど
も
た
ち
に
話
し

て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
」▼
放

送
で
は
、子
ど
も
た
ち
が
校
庭
に
そ

び
え
て
い
た
巨
木
ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ

の
散
乱
す
る
落
葉
を
、
早
朝
、
登
校

す
る
と
同
時
に
自
発
的
に
竹
箒
を

持
っ
て
清
掃
し
は
じ
め
た
い
き
さ

つ
を
語
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。▼
そ

の
感
想
を
寄
せ
ら
れ
た
便
り
へ
の

私
の
返
事
を
二
十
三
年
余
の
歳
月

大
切
に
保
存
し
て
い
た
ゞ
い
て
い

た
と
は
―
。八
十
八
歳
、老
婦
人
の
ほ
ゝ

笑
み
。あ
り
が
た
い
ご
縁
で
あ
る
。 

22日 

赤口 

小 

23日 

先勝 

小 3029

※ 三池港の潮ごよみがついています 

体育の日 
 なんでも人権相談所 

　  （八女市立花市民センター） 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161

なんでも人権相談所 
　　　  （八女市社会福祉会館） 
　  （八女市地域福祉センター） 

伊勢正三コンサート 
　　　　　  （サザンクス筑後） 

いわいゼミナール 
　　　　  （岩戸山歴史資料館 
　　　　　  123-5524（徳永） 

山村留学稲刈り体験 
　　　　　　　　　  （矢部村） 

 なんでも人権相談所 
　　　  （広川町はなやぎの里） 

 

 

なんでも人権相談所 
　　　  （八女市役所星野支所） 

 

 お風呂の日　（べんがら村） 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　　（三加和温泉） 
 

 

  

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　10月６日・20日 
黒 木 町 ふ じ の 里　10月６日・20日 
上陽町地域福祉センター　10月13日・27日 
立 花 町 か が や き　10月13日・27日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　10月８日 
黒 木 町 ふ じ の 里　10月15日 
上陽町地域福祉センター　10月22日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　10月８日 
八女市社会福祉会館　10月15日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

 
くろぎふるさと日曜市 
　毎週日曜日 
上陽ふるさと市 
　毎週土曜日 

 

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 

 不動産に関する何でも 
相談会　　13：00～15：00 
　　　　　　（八女商工会議所） 

 

 

ベンチャーズサウンド 
フェスティバル2010 
（夢たちばなビレッジキャンプ場） 
 

  

和ごま選手権 in 八女 
9：00～12：00   （鉄道記念公園） 

ブックひろば2010 
なばたとしたか  こびとワールド 
第3回「古本市」 
　　　　　  （八女文化会館1F） 

矢部地区体育祭（矢部グラウンド） 
広内棚田稲刈り交流事業 
　　　　　　　　　　 （星野村） 
 
 
 
 

 なんでも人権相談所 
　　　　  （八女市矢部公民館） 

松尾弁財天縁日（立花町） 

なんでも人権相談所 
（八女市黒木地域交流センター） 

大杣公園祭奉納剣道・ 
相撲大会　　　（矢部村） 

べんがらの日（べんがら村） 
 

24 17日 
先勝 
大 

31 24日 
友引 
小 

滝の宮不動尊秋の大祭 
滝の宮不動尊縁日ウオーク 
　　　　　　  （八女歩こう会） 

一念寺ウォーク 
　  （吉田ウォーキングクラブ） 

安部龍太郎氏講演会 
　　　　　　　  （大渕小学校） 
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呟き 

gallery
街かど 

   

　
　
一
人
暮
し
を
し
て
い
る

叔
母
が
、
久
し
ぶ
り
に
明
る

い
声
で
電
話
し
て
き
た
。
「
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
買
っ

て
、
少
し
ず
つ
書
き
込
み
始

め
た
よ
」
と
。
数
年
前
か
ら

流
行
り
だ
し
た
『
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
』
。
い
つ
か
は

訪
れ
る
人
生
最
期
の
日
の
た

め
に
、
大
切
な
家
族
や
友
人

に
自
身
の
思
い
を
伝
え
る
た

め
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
本
屋

を
覗
け
ば
、
美
し
い
デ
ザ
イ

ン
の
表
紙
に
内
容
は
「
私
」

自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
、

伝
え
て
お
き
た
い
財
産
、
万

一
の
時
の
準
備
等
、
様
々
な

形
式
の
ノ
ー
ト
が
何
冊
も
並

ん
で
い
る
。
私
は
叔
母
の
凛

と
し
た
覚
悟
を
垣
間
見
た
よ

う
で
、
胸
が
苦
し
く
な
っ
た
。 

　
実
は
、
恩
師
か
ら
も
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
完
成
さ

せ
て
、
弔
辞
を
頼
み
た
い
人

の
欄
に
、
私
の
名
前
を
記
し

た
旨
を
告
げ
ら
れ
て
い
た
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
、

私
の
身
近
な
人
達
の
間
に
も

し
っ
か
り
と
浸
透
し
て
い
る
。

こ
の
夏
、
私
は
五
十
歳
に
な

っ
た
。
「
五
十
に
し
て
天
命

を
知
る
」
と
し
て
「
知
名
」

と
も
呼
ば
れ
る
五
十
歳
。
人

生
の
折
返
し
地
点
を
過
ぎ
て
、

私
は
今
、
し
み
じ
み
と
私
の

命
を
噛
み
し
め
て
い
る
。 

　
自
身
の
最
期
の
時
を
考
え

る
こ
と
は
、
即
ち
最
期
ま
で

自
分
ら
し
く
、
ど
う
生
き
る

か
を
考
え
る
こ
と
。
「
あ
り

が
と
う
」
の
優
し
さ
を
、
遺

さ
れ
た
大
切 

な
人
達
に
伝 

え
る
こ
と
が 

で
き
れ
ば
幸 

せ
だ
。
蓉
子 

　
８
月
28
日
（土）
、
本
校
北
山

農
場
で
小
学
生
を
対
象
に
農

業
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

八
女
市
役
所
立
花
支
所
の
「
夢

た
ち
ば
な
自
然
体
験
塾
」
の

一
環
で
、
今
回
で
５
回
目
と

な
り
ま
す
。
62
名
参
加
。 

　
一
・
二
年
生
は
ポ
ニ
ー
の

乗
馬
と
バ
タ
ー
作
り
、
三
・

四
年
生
は
乳
牛
の
搾
乳

体
験
と
鶏
の
卵
を
教
材

に
し
た
命
の
観
察
、

五
・
六
年
生
は
ブ
ド
ウ

の
収
穫
体
験
と
農
業
機

械
の
操
作
体
験
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
実
際
に

見
た
り
触
れ
あ
っ
た
り

す
る
こ
と
で
農
業
の
大

切
な
役
割
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
本
校
生
徒
と

の
交
流
も
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
10
月
の
校
内
販
売
所

（
八
女
農
み
ら
い
館
）
の
開

館
日 

１
日
（金）
、５
日
（火）
、８
日
（金）
、

15
日
（金）
、19
日
（火）
、22
日
（金）
、

26
日
（火）
、
29
日
（金） 

　
販
売
時
間
は
、
10
時
30
分

〜
15
時
30
分
で
す
。 

　
多
く
の
皆
様
の
お
越
し
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

　９月13日（月）に黒木町下本分で岩ノ下虚空蔵尊奉

納相撲大会が開催されました。０歳～12歳の子ども達

が元気に奉納相撲をしました。数十発の花火が打ち上

げられ終わりの合図となりました。お世話をしてくだ

さいました下本分の皆様にはお礼申し上げます。 

　
古
希
を
迎
え
油
絵
に

没
頭
し
て
い
ま
す
。 

　
絵
画
を
は
じ
め
た
の

は
８
年
前
、
定
年
退
職

後
ま
も
な
く
で
す
。 

　
退
職
後
、
ほ
っ
と
し

て
い
た
時
、
家
内
か
ら

「
何
も
せ
ん
で 

ぼ
ー

っ
と
し
て
た
ら
ぼ
く
る

よ
。
絵
を
描
い
た
ら
」

と
言
わ
れ
仕
方
な
く
は

じ
め
た
の
が
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
描
き
始

め
て
一
週
間
後
に
絵
の

教
室
の
メ
ン
バ
ー
と
久
住
に

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
行
っ
た
の

で
す
が
、
初
め
て
の
体
験
で

は
ず
か
し
く
一
人
離
れ
て
描

い
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。 

　
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
山
に

魅
せ
ら
れ
あ
ら
ゆ
る
山
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。 

　
特
に
阿
蘇
の
根
子
岳
に
は

力
強
さ
と
雄
大
さ
に
魅
せ
ら

れ
何
回
も
行
き
何
枚
も
描
い

て
い
ま
す
。 

　
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
朝
、
昼
、

夕
の
変
化
に
、
力
強
さ
の
中

に
、
そ
の
美
し
さ
、
や
さ
し

さ
が
あ
り
魅
了
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
多
分
こ
れ
か
ら
も
、
山
を 

海
を
描
き
続
け
る
こ
と
で
し

ょ
う
。 

大竹　正二 

八
女
の
宝
物 

   

　
国
道
４
４
２
号
を
黒
木
大

藤
か
ら
約
４
㎞
東
へ
走
る
と

左
の
山
手
に
導
水
管
が
見
え

ま
す
。
上
流
の
松
瀬
ダ
ム
か

ら
水
路
（
随
道
）
を
流
れ
て

き
た
水
を
木
屋
発
電
所
に
落

と
す
た
め
の
も
の
で
す
。
矢

部
村
に
あ
る
日
向
神
ダ
ム
は

治
水
、
利
水
（
農
業
・
発
電
）

の
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
昭
和

35
年
竣
工
し
ま
し
た
。 

　
日
向
神
ダ
ム
の
水
は
年
間

貯
水
水
位
計
画
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
向
神

ダ
ム
に
貯
水
し
た
水
は
大
渕

発
電
所
で
一
秒
間
に
最
大
12

ト
ン
放
水
し
ま
す
。
発
電
に

使
っ
た
水
は
松
瀬
ダ
ム
に
貯

水
し
、
木
屋
発
電
所
で
発
電

す
る
た
め
一
秒
間
に
最
大
７
・

５
ト
ン
放
水
し
ま
す
。
発
電

後
は
矢
部
川
に
還
流
し
ま
す
。

大
渕
発
電
所
は
福
岡
県
で
は

一
番
大
き
な
水
力
発
電
所
で

す
。
両
発
電
所
の
最
大
出
力

は
１
３
、
５
０
０
kw
、
八
女

市
東
部
４
、
５
０
０
世
帯
の

電
力
を
賄
い
ま
す
。 

　
電
力
の
消
費
は
季
節
に
よ

っ
て
も
又
一
日
の
中
で
も
昼

と
夜
で
は
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
水
力
発
電
は
水
車
を

回
せ
ば
発
電
で
き
る
の
で
、

原
子
力
や
火
力
発
電
に
比
べ

て
非
常
に
早
く
発
電
で
き
ま

す
。
そ
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
も

少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
る
日

本
は
国
内
の
豊
か
な
水
資
源

を
利
用
す
る
貴
重
な
純
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
怖
い
の

は
台
風
等
の
強
風
に
よ
っ
て

電
柱
や
送
電
線
が
被
害
を
受

け
て
送
電
で
き
な
く
な
る
こ

と
で
す
。
発
電
し
て
も
変
電

所
へ
送
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

時
も
変
電
所
の
あ
る
木
屋
、

大
渕
地
区
は
送
電
で
き
ま
す

か
ら
こ
の
地
区
は
比
較
的
に

停
電
が
少
な
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。 

　
い
つ
も
気
象
情
報
に
注
意

し
、
日
向
神
ダ
ム
へ
の
水
の

流
入
量
、
放
流
量
を
管
理
し

て
い
ま
す
。 

　
当
発
電
所
の
上
流
は
矢
部

川
の
清
流
と
豊
か
な
渓
谷
美

に
恵
ま
れ
た
所
で
す
。
秋
の

一
日
、
野
山
の
散
策
を
兼
ね

て
見
学
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。 

 

福
岡
県
企
業
局
矢
部
川
発
電

事
務
所
　
黒
木
町
北
木
屋 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
５
―
１
１
１
１ 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

　
ノ
ー
ト 

　
残
暑
が
厳
し
か
っ
た
気
候

も
ス
ス
キ
の
穂
が
と
け
て
秋

冷
の
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。 

天
高
く
〜
食
欲
の
秋
の
到
来
。 

　
奥
八
女
、
山
の
緑
に
包
ま

れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
『
ル
・
ク

レ
ソ
ン
』
清
ら
か
な
杣
の
源

水
と
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
創
作
和
風
料
理
。

日
本
酒
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン

と
の
相
性
も
ば
っ
ち
り
。
秋

の
夜
長
を
澄
み
き
っ
た
虫
の

声
と
お
い
し
い
お
料
理
で
の

ひ
と
と
き
を
―
―
。 

　
お
誘
い
あ
っ
て
の
お
出
か

け
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◎
写
真
の
料
理
は
３
、
１
５

０
円
の
コ
ー
ス
。
８
品+

珈

琲
又
は
紅
茶
。 

◎
ご
予
算
に
よ
り
相
談
に
応

じ
ま
す 

要
予
約
。
（
一
週
間
前
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
） 

 

〜
お
問
い
合
わ
せ
〜 

秘
境
杣
の
里
渓
流
公
園 

1
０
９
４
３
―
４
７
―
３
０
０
０ 

 

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
午

後
、
秋
の
蝶
が
、
庭
の
花
に

一
礼
す
る
か
の
よ
う
に
一
舞

い
舞
っ
て
秋
空
の
彼
方
へ
飛

び
去
っ
た
。 

　
秋
の
蝶
に
は
命
の
行
方
の

寂
し
さ
を
感
じ
る
。 

 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

おいしい
里の秋！

見～つけた

杣 

八
女
農
業
高
等
学
校 

岩ノ下虚空蔵尊奉納相撲大会 
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ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 ハッピーワンポイント英会話 

" I' ll have～. "
（レストランで）～にします。 

その
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　前回は、スパへ行って「とても気持ちいいです！」という自
分の気持ちを表すフレーズを練習しました。 
　今回は、レストランでメニューを見ながらオーダーします。
さてさて…？！ 
 
　レストランにて 

A) Are you ready to order ?
　（ご注文をよろしいですか？） 
B) Yes. I’ll have the grilled chicken.
　（はい、グリルドチキンにします） 
A) All right. Would you like some fries with that ?
　（わかりました。フライは添えますか？） 
B) Ah…yes!  I’ll have some french fries.
　（ええ、はい！　フライドポテトをお願いします） 
A) Would you like anything else ? 
　（他にご注文はありますか？） 
B) I’ll also have some coffee.
　（コーヒーをお願いします） 
A) Regular or decaf(decaffeinated) ?
　（レギュラーコーヒーにしますか、それともカフェイン抜き
　　にしますか？） 
B) Regular coffee please.
　（レギュラーコーヒーをお願いします） 
A) Would you like some dessert after your meal ?
　（お食事の後、デザートはいかがですか？) 
B) Huh…　I’ll decide after the meal !
　（う～ん…　食事の後で決めますね！） 
＊日本では、コーヒーのカフェイン抜きのものってなじみがあ
　りませんが、アメリカでは選択できる場合がよくあります。 
（その９）のフレーズ復習 
　I feel so good! （とても気持ちいいです！） 

ハッピーデイズイングリッシュハウス　大坪エミ 

アロマテラピー アロマテラピー アロマテラピー アロマテラピー 

福島高校新聞部ＯＢ会 

おめでとう！八女学院高等学校 女子剣道部 　
第
26
回
　
九
州
高
等
学
校

剣
道
大
会
ベ
ス
ト
８
・
平
成

22
年
玉
竜
期
高
校
剣
道
大
会

ベ
ス
ト
８
と
優
秀
な
成
績
を

残
さ
れ
た
八
女
学
院
高
等
学

校
女
子
剣
道
部
を
取
材
し
ま

し
た
。 

Ｑ 

部
員
数
は
何
名
で
す
か 

Ａ 

15
名
（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

３
名
含
む
）
で
す
。 

Ｑ 

今
年
の
チ
ー
ム
の
特
徴

は 

Ａ 

山
下
千
安
貴
キ
ャ
プ
テ

ン
を
筆
頭
に
、
と
に
か
く
明

る
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
活

き
が
よ
い
。
周
り
の
み
ん
な

を
よ
く
理
解
し
て
ま
と
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
す
ね
。 

Ｑ 

練
習
時
間
や
練
習
方
法

な
ど
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か 

Ａ 

平
日
は
１
時
間
30
分
、

土
・
日
・
祭
は
３
時
間
。
短

い
練
習
時
間
な
の
で
集
中
す

る
事
と
、
き
つ
い
練
習
で
も

笑
顔
と
声
か
け
を
徹
底
し
ま

し
た
。 

Ｑ 

ベ
ス
ト
８
ま
で
進
め
た

最
大
の
要
因
は
何
で
し
ょ
う

か Ａ 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
自
分
達

の
役
割
を
全
う
し
、
試
合
で

は
粘
り
強
く
頑
張
り
ま
し
た
。

サ
ブ
メ
ン
バ
ー
は
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
試

合
に
臨
め
る
よ
う
に
緊
張
を

解
し
、
応
援
に
力
を
い
れ
て

く
れ
ま
し
た
。 

Ｑ 

剣
道
部
の
モ
ッ
ト
ー
は 

Ａ 

生
活
即
修
業
…
…
普
段

の
生
活
そ
の
も
の
が
修
業
の

一
環
で
、
日
頃
の
練
習
だ
け

で
は
な
く
、
毎
日
の
学
校
生

活
や
家
庭
生
活
で
の
行
い
が

練
習
で
あ
る
と
い
う
顧
問
の

古
賀
先
生
の
教
え
を
頭
に
お

い
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
最
後
に
顧
問
の
古
賀
先
生
・

利
根
先
生
か
ら
子
ど
も
達
へ 

古
賀
先
生
／
最
高
の
思
い
出

を
あ
り
が
と
う
。
応
援
し
て

く
れ
た
方
々
に
対
し
て
も
素

晴
ら
し
い
後
ろ
姿
だ
っ
た
ぞ
！

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後

も
精
進
し
て
下
さ
い
。 

利
根
先
生
／
顧
問
と
し
て
素

晴
ら
し
い
経
験
を
共
に
味
わ

う
こ
と
が
で
き
て
最
高
で
し

た
。
後
輩
達
も
ま
た
続
い
て

く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
指
導

し
て
い
き
ま
す
。 

 

　
今
回
の
取
材
で
感
じ
た
事

は
、
生
徒
達
が
チ
ー
ム
一
丸

と
な
っ
て
目
標
を
立
て
そ
れ

に
向
か
っ
て
日
々
精
進
し
頑

張
っ
た
結
果
が
、
今
年
の
有

終
の
美
を
飾
っ
た
と
思
い
ま

す
。
青
春
っ
て
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。 

　
気
候
も
少
し
ず
つ

穏
や
か
に
な
り
、
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
方

も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

　
遠
出
の
移
動
は
景

色
を
眺
め
た
り
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
と

楽
し
い
も
の
で
す
が
、
体
調

に
よ
っ
て
は
乗
り
物
酔
い
を

し
た
り
、
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
香
り
を
う
ま
く

活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

乗
り
物
酔
い
を
防
ぐ
の
に

お
勧
め
の
香
り
は
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
系
の
香
り
で
す
。 

も
ち
ろ
ん
不
快
な
時
の
症
状

の
緩
和
に
も
効
果
的
で
す
。 

例
え
ば
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
は
ス

〜
っ
と
し
た
香
り
が
心
地
よ

く
、
ハ
ン
カ
チ
に
１
滴
落
と

し
て
香
っ
た
り
、
希
釈
し
て

こ
め
か
み
や
み
ぞ
お
ち
の
辺

り
に
塗
布
す
る
と
、
爽
や
か

な
気
分
に
な
り
、
不
快
な
症

状
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。（
頭

痛
や
胃
の
む
か
つ
き
に
も
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
よ
） 

そ
の
他
、
レ
モ
ン
や
レ
モ
ン

グ
ラ
ス
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
な
ど

の
香
り
も
お
勧
め
で
す
。 

　
我
が
家
の
娘
も
た
ま
〜
に

車
酔
い
を
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
彼
女
の
場
合
は
レ
モ
ン

や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
が
落

ち
着
く
よ
う
で
す
。
ち
な
み

に
私
の
場
合
、
ご
く
ま
れ
に

乗
り
物
酔
い
を
す
る
時
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
ん
な
時
に

心
地
い
い
の
は
断
然
ペ
パ
ー

ミ
ン
ト
。
他
の
方
に
は
効
果

的
な
柑
橘
系
は
ほ
ん
の
り
と

感
じ
ら
れ
る
甘
さ
が
私
に
は

心
地
よ
く
な
く
向
い
て
い
な

い
よ
う
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
心
地
い
い
精

油
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す

の
で
、
ご
自
分
に
と
っ
て
の 

最
も
心
地
い
い
精
油
を
選
ぶ

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
小
さ
な
お
子
様
の
場
合
は
、

香
り
の
吸
入
だ
け
に
し
て
、

塗
布
す
る
こ
と
は
控
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
も
ち
ろ
ん
、
お
出
か
け
の

前
に
は
し
っ
か
り
と
体
調
を

整
え
て
、
快
適
な
服
装
で
行

く
こ
と
も
お
忘
れ
な
く
！ 

 

牧
坂
久
美
子  

1
０
９
０
―
２
７
１
４
―
９
１
７
２ 

 
Ｏ
Ｂ
４
名
の
方
に
思
い
出
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
尚
野
田
正
治
氏
（
商

26
卒
）
が
同
窓
会
報（
第
56
号
）に
寄
稿

さ
れ
た
も
の
を
参
考
資
料
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
写
真
は
右
か
ら
小
川
勲
（

31
普
卒
）
堤
秀
夫（
29
商
卒
）酒
井
武
治 

（
27
商
卒
）井
上
惇（
26
商
卒
）の
各
氏 

 

　
Ｏ
Ｂ
会
は
松
延（
五
木
）寛
之
君
が
平

成
元
年
４
月
１
日
「
八
女
市
制
35
周
年

記
念
講
演
会
」
に
帰
郷
し
た
の
を
契
機

に
翌
年
８
月
14
日
発
会
し
ま
し
た
。
（
現

在
約
１
０
０

名
）
以
来
２

年
毎
に
開
催

し

て

い

ま

す
。
遠
く
神

戸
や
高
知
、

延
岡
か
ら
も

参
加
者
が
あ

り
ま
す
。
今

年
は
10
月
16

日
（土）
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
ア
ベ

ニ
ュ
ー
で
開

催
し
ま
す
。 

　
新
聞
部
は
昭
和
24
年
４
月
に
発
足
、

同
９
月
30
日
に
創
刊
号
を
発
行
し
ま
し

た
。
顧
問 

矢
ヶ
部
晴
海
先
生
、
部
長 

麓
洋
一
（
商
26
卒
）
論
説
委
員 

井
上

惇
（
商
26
卒
）
編
集
委
員
長 

松
延
寛

之
（
普
27
年
）
部
員
は
14
名
い
た
と
思

い
ま
す
。
麓
君
と
松
延
君
が
毎
日
新
聞

社
（
北
九
州
）
で
開
か
れ
た
高
校
新
聞

部
の
研
修
会
に
行
き
ま
し
た
。
松
延
君

か
ら
「
小
説
を
書
い
て
い
い
で
す
か
」

の
申
し
出
に
全
員
大
歓
迎
。
第
９
号
か

ら
彼
の
連
載
が
始
ま
り
ま
し
た
。
小
説

「
学
生
」
は
い
わ
ば
作
家
五
木
寛
之
氏

の
処
女
作
で
す
。
こ
の
新
聞
は
母
校
の

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。 

　
当
時
学
校
側
の
校
正
校
閲
は
厳
し
く

没
収
さ
れ
た
記
事
も
あ
り
ま
し
た
。
福

岡
市
に
あ
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
事
局
に
聞
き

に
行
っ
た
ら
個
人
の
主
張
を
入
れ
て
は

ダ
メ
、
生
徒
の
興
味
に
合
わ
せ
な
さ
い

等
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
部
室
で
徹
夜

で
編
集
し
た
り
、
語
り
合
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
厳
し
か
っ
た
反
面
お
お
ら

か
な
高
校
生
活
で
し
た
。 

　
当
時
は
西
日
本
新
聞
社
で
印
刷
し
て

い
ま
し
た
。
毎
月
10
円
持
っ
て
校
正
に

行
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
昼
食
は
５

円
の
立
ち
食
い
う
ど
ん
で
す
ま
せ
残
っ

た
５
円
で
新
天
町
の
古
書
店
へ
直
行
、

お
目
あ
て
の
本
探
し
で
す
。
帰
り
に
俺

は
２
冊
見
つ
け
た
、
俺
は
３
冊
と
自
慢

し
合
っ
た
も
の
で
す
。
広
告
集
め
も
楽

し
い
思
い
出
で
す
。
恐
い
も
の
知
ら
ず

で
福
島
町
の
大
て
い
の
店
に
は
お
願
い

に
行
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
若
い
も
ん

を
育
て
る
と
い
う
親
心
で
対
応
し
て
貰

っ
て
い
た
の
で
す
ね
。
当
時
の
娯
楽
の

王
様
、
映
画
館
（
当
時
福
島
町
に
３
館
）

に
フ
リ
ー
パ
ス
で
入
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
新
聞
の
下
の
広
告
を
見
る
と
61

年
経
っ
た
今
も
頑
張
っ
て
い
る
お
店
、

す
で
に
な
く
な
っ
た
お
店
色
々
あ
り
ま

す
。
こ
れ
だ
け
で
も
八
女
の
世
相
の
変

遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
以
来
後

輩
諸
氏
の
努
力
に
よ
り
平
成
２
年
迄
で

２
１
９
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

在
校
生
の
皆
さ
ん
も
目
標
を
定
め
悔
い

の
な
い
高
校
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。 
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Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

　
星
野
村
は
、「
星
の
文
化
館
」

や
「
茶
の
文
化
館
」
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
「
お
茶
」
と

「
星
」
を
中
心
に
観
光
事
業

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　
時
を
同
じ
く
、
株
式
会
社

足
達
木
材 

足
達
透
社
長
は

「
お
茶
」
と
「
星
」
に
「
花
」

を
添
え
れ
ば
星
野
村
へ
観
光

客
も
増
え
、
地
域
が
も
っ
と

賑
わ
う
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
夢
と
ロ
マ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
、
星
野
村
の
中
心

地
が
一
望
で
き
る
10
万
㎡
の

山
、
そ
し
て
昭
和
初
期
に
栄

え
た
星
野
金
山
跡
を
象
徴
す

る
金
山
岩
が
残
る
山
を
活
か

し
新
し
い
事
業
と
し
て
、
10

年
か
け
て
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
植

え
続
け
て
き
ま
し
た
。
星
の

花
公
園
と
名
づ
け
て
、
昨
年

初
め
て
試
み
た
春
の
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
祭
り
と
秋
の
コ
ス
モ
ス

祭
り
を
契
機
に
今
年
か
ら
八

女
市
の
財
団
法
人
、
地
元
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
観
光
協
会
な

ど
と
も
連
携
し
、
会
社
を
あ

げ
て
観
光
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

　
10
月
１
日（
金
）か
ら
３
０

０
万
本
の
コ
ス
モ
ス
祭
り
が

同
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

開
催
期
間
　
10
月
１
日（
金
）

〜
11
月
７
日
（
日
）（
期
間
中

は
毎
日
開
園
） 

開
園
時
間
　
10
時
〜
17
時 

期
間
中
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
10
月
９
日
（
土
）
・
10
日

（
日
）
・
11
日
（
月
）
の
３

日
間
、
同
会
場
で
開
催
さ
れ

る
八
女
市
商
工
会
主
催
『
八

女
の
郷
ス
ウ
ィ
ー
ツ
祭
り
』

は
人
気
を
呼
び
そ
う
で
す
。 

高良大社の「川渡祭」 
フォトエッセイ フォトエッセイ 　「川渡祭」の語源は「川浸り」

とされています。筑紫次郎と称さ

れる筑後川の度重なる氾濫を治め

る、との人々の願いも相俟って「水

難除け」を普遍化して、この日に

あらゆる厄除けを高良の神様にお

願いをしていたことが始まりであ

ると言われています。6月1日朝6

時まだ水が冷たく、参加者は震え

ながら水に入り祈願します。子ど

もから大人まで男の祭りです。現

在では還暦をはじめに色んな厄除

けを祈願してお参りがなされてい

ます。 

八媛会　北島東司郎 

星
の
花
公
園「
コ
ス
モ
ス
祭
り
２
０
１
０
」 

A
 

文
化
講
演
会 

日
時
／
10
月
３
日
午
後
１
時 

会
場
／
八
女
文
化
会
館 

講
師
／
矢
野
大
和
氏
（
大
分

県
文
化
振
興
県
民
会
議
委
員
） 

演
題
／
笑
っ
て
元
気
―
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
は
人
づ
く
り
― 

主
催
／
八
女
市
文
化
連
盟
連

合
会 

連
絡
先
／
八
女
市
文
化
課
文

化
振
興
係
内
藤 

1
０
９
４
３
―
２
３
―
１
３
１
８ 

A
 

ぶ
っ
く
ひ
ろ
ば
２
０
１

０
な
ば
た
と
し
た
か
こ
び
と

ワ
ー
ル
ド
（
平
成
22
年
度
子

ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
活
動
） 

日
時
／
10
月
17
日
（日） 
14
時
〜 

会
場
／
八
女
文
化
会
館 

　
「
こ
び
と
づ
か
ん
」
で
お

な
じ
み
の
な
ば
た
と
し
た
か

さ
ん
を
お
呼
び
し
て
よ
み
き

か
せ
ゲ
ー
ム
・
ク
イ
ズ
な
ど
。

ぬ
り
え
や
粘
土
コ
ー
ナ
ー
、

サ
イ
ン
会
も
あ
り
ま
す
。 

入
場
無
料 

A
 

恒
例
第
三
回
古
本
市 

日
時
／
10
月
17
日
（日） 
10
時
〜 

会
場
／
八
女
文
化
会
館 

　
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た

本
を
集
め
ま
し
た
。
あ
な
た

に
と
っ
て
の
宝
物
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ

お
出
か
け
下
さ
い
。 

※
ぶ
っ
く
ひ
ろ
ば
２
０
１
０

と
古
本
市
は
い
ず
れ
も
主
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
っ
と
八

媛
（
八
女
市
立
図
書
館
内
） 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
２
５
０
４ 

A
 

和
ご
ま
選
手
権
in
八
女 

日
時
／
10
月
17
日
（日）
９
時
受

付 会
場
／
鉄
道
記
念
公
園
（
八

女
伝
統
工
芸
館
横
） 

参
加
費
無
料 

　
「
八
女
和
ご
ま
」
と
関
わ

り
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
八
女

の
素
晴
ら
し
さ
を
考
え
て
く

だ
さ
い
。
こ
ま
回
し
を
通
し

て
、
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切

さ
や
達
成
感
を
体
験
し
て
く

だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ 

1
０
９
４
３
―
２
４
―
４
０
２
２ 

（
八
女
Ｊ
Ｃ
事
務
局
） 

A
 

南
八
女
福
祉
会
い
ず
ん

じ
ま
秋
祭
り 

日
時
／
10
月
17
日
午
前
11
時 

会
場
／
い
ず
ん
じ
ま
施
設
内 

八
女
市
川
犬
一
〇
二
五
、
八

幡
小
学
校
の
近
く
で
す
。 

　
施
設
職
員
が
作
る
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
・
た
こ
焼
き
・
地
元

肉
屋
さ
ん
の
大
人
気
唐
揚
げ
・

コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
が
出
店
し
ま

す
。
多
く
の
団
体
に
よ
る
歌
・

踊
り
・
太
鼓
な
ど
の
出
し
物

を
予
定
。
毎
年
恒
例
の
「
く

じ
」
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

楽
し
い
賞
品
の
当
た
る
○
×

ク
イ
ズ
に
も
挑
戦
し
て
下
さ

い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
待
っ

て
い
ま
す
。
秋
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
大
歓
迎
で
す
。 

1
０
９
４
３
―
２
２
―
２
５
０
４

A
 

地
域
の
歴
史
と
伝
統
に 

学
ぶ 

安
部
龍
太
郎
氏
講
演
会 

日
時
／
10
月
24
日
午
後
６
時 

会
場
／
大
渕
小
学
校
体
育
館 

　
矢
部
川
流
域
で
生
き
る
私

た
ち
に
は
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
精
神
が
あ
る
。
こ

の
機
会
に
私
た
ち
は
も
う
一

度
「
自
分
た
ち
の
根
」
を
確

か
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
／
樋
口
武
久 

大
渕
自
治
公
民
館
長 

1
０
９
４
３
―
４
５
―
０
２
９
５ 

八女茶で健康 

やめ茶丸 

「
さ
を
り
」織
り
と
の
出
会
い 

「
さ
を
り
」織
り
と
の
出
会
い 

　
自
己
を
み
つ
け
自
己
を
表

現
す
る
織
物
が
あ
る
と
聞
き

尋
ね
て
み
ま
し
た
。
ア
ト
リ

エ
「
糸
の
朱
」
に
入
る
な
り

目
に
入
っ
た
の
が
素
敵
な
糸

で
織
ら
れ
た
布
、
シ
ョ
ー
ル
、

全
て
さ
を
り
織
り
で
作
ら
れ

た
作
品
と
の
こ
と
で
す
。 

　
ア
ト
リ
エ
に
は
４
台
の
織

機
が
あ
り
生
徒
さ
ん
が
思
い

思
い
の
糸
で
織
っ
て
い
た
。 

　
先
生
の
話
に
よ
る
と
「
だ

れ
に
も
簡
単
に
、
楽
し
く
、

好
き
に
織
る
こ
と
が
で
き
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
表
現

す
る
手
織
り
、
周
り
に
と
ら

わ
れ
ず
・
こ
だ
わ
ら
ず
に
織

る
こ
と
で
、
自
分
の
感
性
が

磨
か
れ
、
生
き
生
き
と
輝
き
、

そ
し
て
自
分
の
中
に
眠
っ
て

い
た
新
た
な
一
面
に
気
づ
き

面
白
さ
を
実
感
す
る
。「
さ
を

り
」
は
織
を
楽
し
み
な
が
ら

本
来
の
自
分
を
表
現
す
る
力

を
身
に
つ
け
、
人
間
性
の
回

復
を
可
能
に
で
き
る
織
り
だ

と
考
え
る
。
一
人
ひ
と
り
違

っ
た
感
性
が
織
り
に
形
を
変

え
て
現
れ
る
。
布
を
織
る
の

で
は
な
く
、
自
分
を
織
る
。

好
き
な
色
、
素
材
を
使
っ
て

感
じ
た
ま
ま
に
心
の
色
を
織

っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
ラ
ン
チ

ョ
ン
マ
ッ
ト
や
マ
フ
ラ
ー
等

３
時
間
あ
れ
ば
織
り
上
が
り
、

身
に
着
け
て
帰
れ
ま
す
」
と

説
明
が
あ
っ
た
。
私
も
さ
っ

そ
く
体
験
、
約
３
時
間
で
マ

フ
ラ
ー
が
織
り
あ
が
っ
た
。

先
生
は
こ
の
さ
を
り
織
り
の

ア
ト
リ
エ
が
地
域
づ
く
り
の

核
に
な
れ
ば
、
と
の
思
い
が

い
っ
ぱ
い
の
よ
う
だ
。
み
な

さ
ん
チ
ョ
ッ
ト
の
ぞ
い
て
見

ま
せ
ん
か
。 

筑
後
市
若
菜
１
２
８
２
〜
３ 

1
０
９
４
２
―
５
２
―
５
２
３
５
 

は
ね
っ
こ
レ
ポ
ー
タ
ー
筑
後 

        

お
茶
の
選
び
方
と
保
存
法 

　
良
い
お
茶
を
選
ぶ
ポ
イ
ン

ト
は
４
つ
あ
り
ま
す
。 

① 

茶
葉
の
外
観
（
形
と
色

つ
や
）
②
水
色
（
浸
出
液
の

色
）
③
香
り
④
味 

外
観
／
良
い
お
茶
は
細
よ
れ

で
、
鮮
や
か
な
濃
緑
で
つ
や

が
あ
り
ま
す
が
、
下
級
茶
は

扁
平
で
淡
緑
色
を
呈
し
つ
や

も
あ
り
ま
せ
ん
。 

水
色
／
最
近
は
深
蒸
し
茶
が

多
い
の
で
グ
リ
ー
ン
系
を
呈

し
ま
す
が
、
赤
み
を
呈
す
る

も
の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

品
評
会
の
上
位
入
賞
茶
な
ど

高
級
茶
は
淡
い
黄
色
み
を
呈

し
ま
す
。 

香
り
・
味
／
香
ば
し
い
香
り

が
好
き
な
人
、
渋
い
お
茶
が

好
き
な
人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

好
み
が
違
い
ま
す
。
専
門
店

で
は
試
飲
さ
せ
て
も
ら
え
る

の
で
自
分
の
好
み
に
あ
っ
た

お
茶
を
選
び
ま
し
ょ
う
。 

お
茶
の
保
存
法 

　
お
茶
袋
の
封
を
切
っ
て
、

そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
色

や
香
り
が
悪
く
な
り
ま
す
。

お
茶
の
主
な
変
質
要
因
は
保

存
温
度
、
湿
度
、
酸
化
、
光

で
す
。 

　
お
茶
屋
さ
ん
で
販
売
さ
れ

て
い
る
お
茶
は
よ
く
乾
燥
し

茶
袋
に
詰
め
た
あ
と
窒
素
ガ

ス
を
封
入
し
、
酸
化
に
よ
る

変
質
が
防
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

封
を
切
っ
て
い
な
い
茶
袋
は

冷
蔵
庫
（
冷
凍
庫
は
な
お
よ

い
）
に
保
管
し
て
お
く
と
一

年
位
は
ほ
と
ん
ど
変
質
し
ま

せ
ん
。
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
て

す
ぐ
封
を
切
る
と
お
茶
が
吸

湿
し
ま
す
の
で
、
茶
袋
の
温

度
が
室
温
と
同
じ
位
に
な
っ

て
か
ら
封
を
切
っ
て
下
さ
い
。 

　
封
を
切
っ
た
お
茶
は
茶
缶

に
保
存
し
て
も
時
間
が
経
過

す
る
に
つ
れ
て
変
質
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
飲
み
終
わ
り

ま
し
ょ
う
。 

福
岡
県
茶
業
振
興
推
進
協
議
会 

事
務
局
長
　
中
村
　
晋
一
郎 

　
事
故
の
あ
と
会
社
を
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。

年
齢
の
こ
と
や
免
許
が
な
い
と
い
う
理
由

で
再
就
職
も
な
か
な
か
決
ま
り
ま
せ
ん
。

相
手
の
方
へ
の
補
償
等
出
費
も
多
く
、
生

活
費
に
も
困
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

自
業
自
得
で
は
あ
り
ま
す
が
、
き
つ
い
償
い
だ
と
思
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
二
度
と
ご
め
ん
で
す
。 

「
遅
す
ぎ
た
反
省
」
　
発
行
／
福
岡
県
警
察
本
部 

交
通
部
運
転
免
許
試
験
課
よ
り
許
可
を
得
て
転
載 


